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市民記者が行く！！市民記者が行く！！

かめやま見てある記

このコーナーでは、元気なかめやまっ子の写真を募集しています。
掲載を希望する人は、広報秘書室（584－5021）までご連絡ください。
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 ちゃん（右）　平成23年12月10生まれ
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 ちゃん（左）　平成26年７月26生まれ
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 ちゃん（右）　平成23年８月20日生まれ
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 ちゃん（左）　平成26年11月21日生まれ

　洋亮さん　　　環さん　（本町四丁目） 　充史さん　　　理恵さん　（田村町）
お姉ちゃん大好き　　　　仲の良い姉妹です♡ いっぱい遊んで、食べて、寝て大きくな～ぁれ！
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今日も楽しくプラレール

　亀山市、鈴鹿市を中心にプラ
レール運転会を行っている“亀
鈴プラレールクラブ「こまち」”
関町在住の小林桂さんにお話を
伺いました。
　プラレールとの出会いは、息
子さんに買ってあげてから、自

分がその魅力にはまってしまい、どんどん増えていっ
たそうです。
　広い場所で驚くような大きなレイアウトを組み、子
どもたちが持ってきた車両を走らせることができる
ような世界を見せる運転会ができないかと夢を膨ら
ませていたそうです。そこで筋金入りの鉄道ファンで
ある友人を誘い、運転会を開催して結成７年目になり
ます。今では、年間30回程度を開催するほど大盛況と
なっているそうです。
　２年前「東町商店街100円ショップ」を視察に来て

いた東北の方との出会いがきっかけで、東日本大震災
被害地支援として東北の子どもたちに元気をプレゼ
ントしたいとの思いを実行されました。友人や家族総
勢９人が自家用車で12時間かけて東北へ！福島県で
は田村市のショピングセンターで、宮城県では亘理郡
亘理町の仮設住宅で運転会を開催し、避難区域で立ち
入りが制限されているＪＲ浪江駅と地元船引駅のジ
オラマを復興への願いを込めて製作。宮城では１部区
間で休止が続く常磐線の再開を願い、特急スーパー

『ひたち』などの東北の車両を走らせたそうです。多く
の人たちが力強く走る電車に魅入り、楽しんでいまし
たと話されま
した。
　今年も、この
広報が皆さん
の手元に届く
ころ、東北の子
どもたちを楽
しませている
と思います。

市民記者
豊田康文さん


